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分析を用いた初任日本語教師の態度の
変化に関する事例的縦断研究
日本語学校教師とボランティア教師を対象に
佐々木　良造
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はじめに
横溝 は、先行研究調査から日本語教師の資質とは「人間性」「専門性」「自己教
育力」の つを柱にしていると述べている。「人間性」とは思いやりがある、気さくであ
るといった性格に関すること、「専門性」とは日本語に関する知識、「自己教育力」とは自
分自身を高める能力のことであるという。
文化庁 は「日本語教員養成の新たな教育内容」に「日本語教員として望まれる
資質・能力」として以下の 点を示している。
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（ア）言語教育者として必要とされる学習者に対する実践的なコミュニケーション能力を
有していること。
（イ）日本語ばかりでなく広く言語に対して深い関心と鋭い言語感覚を有していること。
（ウ）国際的な活動を行う教育者として，豊かな国際的感覚と人間性を備えていること。
（エ）日本語教育の専門家として，自らの職業の専門性とその意義についての自覚と情熱
を有すること。
そして、「日本語教員の専門的能力について」以下の 点が挙げられている。
（ア）言語に関する知識・能力
（イ）日本語の教授に関する知識・能力
（ウ）その他日本語教育の背景をなす事項についての知識・能力
横溝 の「人間性」「専門性」「自己教育力」、文化庁 の示す「日本語教員
として望まれる資質・能力」「日本語教員の専門的能力」のいずれをとっても一朝一夕に
身につくものではない。状況の変化に応じ、時間の経過とともに資質・知識・能力も変化
する。
教育者としての人間性、専門家としての知識・能力を十全に備えるには、多くのエネル
ギーと時間がかかる。その人のおかれた状況や体験によって、変化の過程は千差万別であ
る。日本語教師としての資質・能力を身につける過程は個々に異なると考えられる。
研究方法
で述べたような、個々で異なる変化の過程を調査するための方法として、本研究で
は、内藤 の開発した 分析 個別
態度分析）を用いる。
分析は「被験者は 名でよい。平均値も分散も必須要件ではない。繰り返しデー
タはいらない。個人や単一集団の独自性や特有性、個のもつ豊饒を分析し、個々の要因分
析ではなく、全体構造を捉える方法である。」（内藤 ）。
分析の手順は、以下の通りである。
当該テーマに関する自由連想 アクセス
連想項目間の類似度評定
類似度距離行列によるクラスター分析
被験者によるクラスター構造のイメージや解釈の報告
実験者による総合的解釈
― 20 ―
創刊号.mcd  Page 21 12/05/02 11:49
自由連想の記入、 連想間の類似度の評定、 非類似度行列の作成は、 分
析支援ソフト「 アシスト（ ）」を利用し、 社の の画面
上で行った。 類似度距離行列からクラスター（樹形図）の作成に当たっては、統計分
析ソフト （ ）を用いた。
追加質問として、調査対象者の日本語教師養成講座修了時（以下、修了時）と同修了
年後（以下、修了 年後）のデンドログラムを提示し、コメントを得た。
先行研究と研究の目的
先行研究
日本語教育の分野で 分析を用いた研究は、学習者、教師、学習者と教師、日本語
アシスタントあるいは日本語教育実習生を対象にしたものがある。教師を対象とした研究
は、母語話者と非母語話者を対象とした研究に分けられ、多くは 回限りの調査をもとに
した事例研究である。縦断的な研究としては、才田 、古別府 、藤田
があげられる。
才田 では、日本語教育専攻の大学 年生の年度初めと、実習の終了した か月
後の 回に渡って 分析を行った。その結果から「常識的な『あるべき授業イメージ』
『あらまほしき教師像』と訣別し、自分が＜実現したい授業＞へと進んでみる、という方
向に転換した、と言えるのではないだろうか。」と述べている。
古別府 は、ニュージーランドの中等教育機関へ日本語アシスタントとして か
月間派遣された大学生 名を対象に、派遣前と派遣後の態度の変化を調べている。帰国
後、両者に共通の「良き日本語教師観」として、教室運営力と明るい人間性があげられた
が、その成長の過程には共通点も相違点もみられた、と述べられている。
藤田 では、大学における自律的な学習を目指した日本語授業に対する熟練教師
のイメージの変容を調査した。取り組み か月後（三宅・藤田 ）、 年後と 年後の
分析の結果から、日本語教育歴 年の教師 は「学習者の自律性を尊重すること
への理解を深め、教師の役割を見出し、視野を広げ、教師として成長した」という。その
変容は、＜暗中模索＞ か月後 、＜おもしろい＞ 年後 という過程を経て、＜教師の
変化＞ 年後 に至ったと述べられている。
研究の目的
縦断的な 分析の結果は、質的な態度変化を探ることができる。また、複数名の
分析の結果から、態度変化の共通点と相違点をみることができる。
先行研究の調査対象者は、日本語教育実習生（才田 ）、日本語アシスタント（古別
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府 ）、大学で教鞭を執る熟練教師（藤田 ）である。
本研究では、民間日本語学校の教師とボランティア日本語教師を調査対象者として、質
的な変化と、変化の共通点・相違点を明らかにすることを目的とする。
調査とその結果
調査対象者について
調査対象者は、都内の大学のオープンカレッジとして開講されている 時間の日本語
教師養成講座（以下、養成講座）の修了生 名で、 名は 代女性（以下、対象者 ）、
もう 名は 代の男性（以下、対象者 ）である。両名の日本語教育経験を表 に示す。
表 ：調査対象者の日本語教育経験
対象者 代女性 対象者 代男性
修了時 養成講座での実習 回 養成講座での実習 回
ボランティアでプライベー
トレッスンの経験 年
修了 年後 都内の留学生別科で か月 ボランティアとして 年
日 コマ、週 コマ 週 回ないし 回
事例 ：対象者 の態度の変化について
対象者 の態度の変化を探るため、修了時の 分析と修了 年後の 分析の
データを比較する。
修了時
図 は、対象者 の修了時のデンドログラムである。全部で つの項目が想起されて
おり、対象者 によって、全体として つのクラスターを形成していると解釈された。
「質問時の対応」と「説明の明快さ」が、クラスター「質問と説明」を形成し、「教案作成」
から「時間配分」までが、クラスター「導入・練習・時間配分を考慮した教案作成」を形
成しているという。
調査者の総合的解釈
「導入、練習の区別と時間配分は明らかに教案の問題」であると述べ、教案を書く段階
で考慮しているが、質問と説明は「教案じゃないほうの問題。臨機応変な、教壇に立って
の対応の仕方」だと考えている。自身の行動は教案に書くことはできても、学習者とのイ
ンターアクションをも予測することはできなかったのだろう。
教案作成、時間配分については「どう作ったらいいかわからない教案で、どう教えたら
いいの？という葛藤」があり、「教案作成の最初の段階は作るのが難しかった。導入・練習
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図 ：対象者 の修了時のデンドログラム
ってこともわかっていない。」と述べている。その後「徐々に慣れていって、教案も『あ、
こんなふうに作ればいいんだ』っていうのが、 回目 回目ぐらいから慣れてきた。」と
報告していることから、回を重ねていくうちに、自分なりに答えを見いだしている様子が
うかがえる。
修了 年後
図 は、対象者 の修了 年後のデンドログラムである。全部で の項目が想起さ
れており、対象者 によって、全体として つのクラスターを形成していると解釈され
た。「引き継ぎ授業の難しさ」から「理想と現実」までが、クラスター「技能力」を形成
し、「重点はどこに　文法？運用能力？」から「適宜能力（ケースバイケース）」までが、
クラスター「運用力」を形成している。そして「説明の難しさ」から「教材研究教材の知
識量」までが、クラスター「知識力」を形成しているという。
調査者の総合的解釈
「いかに（クラスを）まとめるか、それがやはり一番難しい。」「いかにクラスを上向き
にもっていくか」「学生のモチベーションが非常に高くってやる気があるときと、やる気
がないとき、そのときのクラスの運営能力」が一番難しいと感じていることから、「クラ
スコントロール」に代表されるクラス運営の難しさを経験している様子がうかがえる。
「理想と現実」については「理想というのはわたくしの理想で、現実というのは学校側
の考え方」だという。学校側は教室外での学生とのつきあいを禁止している。一方で「学
生はやはり教室外でも先生と話をしたいと言うこともあるものですから、どこまで学生と
連想項目右の数字は想起順を表す。以下同じ。
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図 ：対象者 の修了 年後のデンドログラム
つきあったらいいのかというのが非常に難しい。」というコメントにみられる学生との接
し方に「理想と現実」のギャップを感じている。
「初級は文法が基本」だが「中級で卒業も間近になると相手にどうやったら上手に伝え
られるか、そちらに重きをおいたほうがいいのか。」と考えるものの「やはりカリキュラ
ムとして今日はこれをやらなければいけないとなると文法中心になってしまう」というコ
メントからは、対象者 がクラス運営について最も重要だと考えることと、学校の方針が
異なるときに迷いを感じ、学校という組織の中で教えることの難しさを感じている。
説明時には「先生、例文で説明してください。」と言われるものの「すらすらっと例文が
出せればいいなって思います。やはり、うーんって悩むときが多いんですね。ぱっと出る
ときもあるんですけども。それが難しいです。」と感じ、「もう本当に知識量、自分の知識
量がいかに少ないかが（笑）今ひしひしと感じて、勉強しなきゃだめだと思っています、
ほんとに。」と述べていることから、学生によりよい説明をするためには、専門的知識の
必要性を認識しているといえよう。
対象者 の態度の変化について
対象者 に図 と図 双方を提示し、比較してもらい、以下のようなコメントを得た
（抜粋、指示詞など一部改）。
今現在は、去年一番心配したこと（教案作成・導入練習、時間配分）は、クリアで
きている。
「質問時の対応の仕方」「説明の明快さ」は、図 の一番最後の「説明の難しさ」「例
文の多さ」によって明快さも絡んでくるので、図 の「質問と説明」と図 の「知
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識力」は重なっている。
去年までは実際に教えていなかったので「引き継ぎ授業」「学生とのつきあい」な
ど、去年（筆者注：養成講座の教壇実習）全く関係なかったのが新たに今度現実問
題として出てきた。
図 には書いてないが、教えるレベルをどこにおくかは去年も感じた。すごくわ
かっている学生と、去年のフィリピンの男性のような、だいぶ学生とのレベルの差
があったときの「教えるレベルはどこに置くのか？」は重なっている。
対象者 のコメントにも述べられているように、修了時の課題である「教案作成・導入
練習、時間配分」はクリアされている。説明について修了時には「臨機応変に」対処する
ものだと考えていたが、 年後には、具体的に「例文の多さ」や「教材研究」によって補
おうとしている姿勢が読み取れる。
そして、学校という対象者Aにとって新たな環境下で、「引き継ぎ授業の難しさ」「クラ
スコントロール」「学生とのつきあい方」など必要とされる能力を認識している。
「教えるレベルはどこに置くのか？」という問題意識は、修了時の調査では連想項目と
してあげられていなかったが、図 ・図 両方を提示したところ「図 には表れていない
が養成講座修了時にも考えていた」というコメントが得られた。
事例 ：対象者 の態度の変化について
対象者 の態度の変化を探るため、対象者 と同様、修了時の 分析と修了 年
後の 分析のデータを比較する。
修了時
図 は、対象者 の修了時のデンドログラムである。全部で つの項目が想起されて
おり、対象者 によって全体として つのクラスターを形成していると解釈された。「文
例の蓄積」と「学生の反応の予測」がクラスター「コンテンツ」を形成し「個人情報の蓄
積」から「雑談のネタ」までがクラスター「雰囲気」を形成している。そして「板書計画」
から「笑顔」までがクラスター「動き」を形成しているという。
調査者の総合的解釈
各クラスターに共通する点として、対象者 は学習者への配慮を心がけている様子が
うかがえる。
例えば「コンテンツ」の「文例の蓄積」は「学生の実感にあう文例を」心がけ「学生の
反応の予測」しながら文例を考えている。「雰囲気」には「雑談のネタ」は「どこの国の
人か」によって「使っちゃいけない冗談」や「タブー」に触れないように配慮するために
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図 ：対象者 の修了時のデンドログラム
「個人情報を蓄積」している。そして「やはり、クラスですから親密さというのが醸し出さ
れた方がいいでしょう。」「話しやすい質問しやすいってのが一番大事なんじゃないでしょ
うかね。」と報告していることから、学習者とのラポール形成に重点をおいていたことが
わかる。
修了 年後
図 は、対象者 の修了 年後のデンドログラムである。全部で の項目が想起され
ており、対象者 によって、全体として つのクラスターを形成していると解釈された。
「文法体系」と「実力確認」が、クラスター「教授者のスキル」を形成し、「雰囲気作り」
から「興味関心」までがクラスター「学習者への配慮」を形成している。そして「中国語
話者の音声特徴」が単独でクラスター「音声的特徴への気づき」を形成し、「文意の説明」
から「文化的歴史的背景」までがクラスター「学習者にあわせた説明」を形成している。
調査者の総合的解釈
クラスター「学習者への配慮」について「特にボランティアの教室に来てる人たちって、
もう近隣、ほぼくまなく様子見て回ってて、やっぱりいいな、って思ったところにいる
し、ここ私に合わないって思ったら、ぱっと来なくなるんでそういう意味では、なんてん
でしょうね、教えるっていうことの場を作るためにはまず感じ悪いと絶対だめだな、と。」
と述べている。雰囲気作りを重視する考え方は「例文作成」の「学習者の顔を思い浮かべ
ながら、その人が関心を持つとか、国のことを話題にする」ことを心がけていることから
もうかがえる。また、「文化的歴史的背景」に関して「（学習者の）基底にある対日感情」
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を理解し「例文とか話題のところで気をつけないといけない部分」であると述べている。
図 ：対象者 の修了 年後のデンドログラム
このようなコメントから、対象者 にとっての「雰囲気作り」は、ボランティア教室に
来る学習者の特性を理解した上で、継続的に日本語を学習してもらうために対象者 の
立てた戦略であると考えられる。
「音声的特徴への気づき」から「（養成講座で）教えていただいた音声の勉強なんか思い
出し、（中略）最近ようやく、資料を見直してみたり」している。中国母語話者の助詞誤
用についても言及し「日本語としては運用できるのに（中略）即意当妙でやってくと、助
詞が全部でたらめになるみたいなところがでてくるんで（中略）『セルフマスターシリー
ズ』ですかね。あの格助詞っていうの。『はとが』とか買ってきて、それで、少し自分で
手を加えながらやってみてる。」という。
そして「オリジナルで教材を作って、相手にあわせた指導をするってのが、最近、ここ
か月ぐらいようやくそういうところにも必要性を感じて、かつ、ある程度時間を割くよ
うにしている。」と述べている。こうしたコメントから、学習者にとって何が必要かを考
え、教材研究を行い、学習者に合わせた指導を試みていることがわかる。
対象者 の態度の変化について
対象者 に図 と図 双方を提示し、比較してもらい、以下のようなコメントを得た
（抜粋、指示詞など一部改）。
図 は、まさに実習のときの範囲。あまり実際に外国人と生で接していない、テク
ニックとして（授業の進め方を）教えてもらっていたときの、経験として教えさせ
てもらったときの関心の範囲。図 はほんとに「お客さん」と接して実地でやった
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結果の今の段階。
図 「動き」は教室で、教壇と生徒たちという教室の構造。今はマンツーマンか、
あと何人かいるって感じの所なので、教材はそんな使わないから、今はそんなに大
きなウエイトを占めていない。
図 「コンテンツ」は図 「教授者のスキル」とパラレルな感じ。図 「雰囲気」が
図 「学習者への配慮」になる。
図 「学習者にあわせた説明」は教室での動きではなくて、中身の方に今はそれな
りに重きがあるのだろう。
対象者 のコメントから、実習での学びと現場での学びを別のものととらえているこ
とがわかる。例えば、授業形態の違いが「必要な技能・資質」の連想項目の違いにも表れ
ている。
対象者 はコメントしていないが、図 と図 の「雰囲気作り」は質的に共通してい
る部分と異なる部分とがあると考えられる。共通している部分は「例文作成」「文化的歴
史的背景」のコメントにみられる学習者への配慮である。異なる部分とは、修了 年後の
戦略的な「雰囲気作り」である。単なる雰囲気のいいクラスではなく、学習をサポートす
る者として「日本語学習を継続させるため」という観点から「雰囲気作り」をしていると
考えられる。
考察
事例 と事例 ともに、修了時と修了 年後のデンドログラムを比較すると、以下の
点が共通していると考えられる。
イ 修了時のデンドログラムには表れなかったが、修了 年後のそれには表れたもの
事例 ：（修了 年後）「技能力」「運用力」
事例 ：（修了 年後）「学習者にあわせた説明」「教授者のスキル」「音声的特徴へ
の気づき」
ロ 表現の違いはあるが、修了時と修了 年後のデンドログラム両方に表れたもの
事例 ：（修了時）「質問と説明」、（修了 年後）「知識力」
事例 ：（修了時）「雰囲気」と「コンテンツ」、（修了 年後）「学習者への配慮」
ハ 修了時のデンドログラムには表れたが、修了 年後のそれには表れなかったもの
事例 ：（修了時）「導入・練習・時間配分を考慮した教案作成」
事例 ：（修了時）「動き」
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（イ）は修了 年後に表れたクラスター、（ロ）は修了 年持続したクラスター、（ハ）は
修了 年後に表れなかったクラスターである。以下、（イ）を表出クラスター、（ロ）を持
続クラスター、（ハ）を不表出化クラスターと呼ぶ。
表出クラスターについて
事例 の修了 年後のデンドログラムに表れた「技能力」「運用力」と、事例 の「学
習者にあわせた説明」「教授者のスキル」「音声的特徴への気づき」は、養成講座修了後の
現場での経験から表れたクラスターであると考えられる。
対象者 は以前、塾講師として 年中高生に教えた経験があるという。養成講座修了
後半年で、非常勤とはいえ週 日 コマの授業を任されたのは、塾講師としての経験を
買われ、クラスコントロールができる人材であると期待されたからだという。これは「技
能力」がすでに塾講師の経験から備わっていたことになる。そして、図 と図 の比較の
コメントの つめ「去年ここには書いてないが、教えるレベルをどこにおくかは去年も感
じました」もあわせて考えると、対象者 の表出クラスターの項目全てが現場の経験から
表れたクラスターではなく、項目の一部はすでに対象者 の技術・能力として備わってい
たものと考えられる。
事例 の表出クラスターは、どれも現場の経験から表れたクラスターであろう。「学習
者にあわせた説明」の項目「文意の説明」について、対象者 は以下のように述べている。
「いま、クラスでやっている人たちってのは、ホントに達者な人たちなんで、結
構この辺（筆者注：歴史的背景やニュアンス）は話題にすると、おもしろがります
ね。そういうものをやると、関心を持ったり集中力を高める、っていうか、まあ、
面白いね、と思ってくれる人たちがそれなりにいるってことでしょうかね。」
このような学習者からのポジティブなフィードバックによって、クラスター「学習者に
あわせた説明」が表出しているとも考えられる。
「教授者のスキル」は「話者の特性によって、実際より上手に見える人と、結構、例えば
作文させるとしっかり書くんだけど話す方は、っていう人と、とかく運用がうまい人と、
運用がうまいけど実は文法とかけっこういい加減なんて人と、いろんなタイプがいるん
で、そのへんは惑わされないで実力をちゃんと見る必要があるな、と、ちょっと最近思っ
てました」というコメントから、養成講座修了後の経験によって表れたクラスターである
ことがわかる。
「音声的特徴への気づき」も「いままでの経験だと、オーストラリアとフィリピンと、中
国ですね。あと、アフリカ系の人も少しだけ入りましたけども、そんなかで一番音声とい
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う意味で特徴的というのは中国の人たち」というコメントから表出されたクラスターであ
ることがわかる。
持続クラスターについて
事例 と事例 の持続クラスターは、質的に異なっている。事例 の「質問と説明」（修
了時）、「知識力」（修了 年後）は、「学生からの質問への対処」「わかりやすい説明」が共
通点としてあげられる。一方、事例 の「雰囲気」と「コンテンツ」（修了時）、「学習者へ
の配慮」（修了 年後）は、対象者 にとっての教室観、学習観が反映されている。
また、事例 の持続クラスターは対象者 にとって、専門的知識の必要性のモチベー
ションとなっている点もクラスターの質的特徴である。
不表出化クラスターについて
事例 と事例 の不表出化クラスターは、表れなかった理由が異なっている。事例 の
「導入・練習・時間配分を考慮した教案作成」は表れなかった理由が「クリアできた」こ
とだが、事例 の「動き」が表れなかった理由は、授業形態の変化によるものである。
しかし、授業形態がクラスから少人数あるいはプライベートレッスンに変わったことに
よって、少人数あるいはプライベートレッスン向けの「動き」相当のクラスターが表れて
いるわけではない。
その理由は、事例 と同様「クリアできた」、つまり授業形態が変わってもそこで必要
とされる「動き」の技術は「クリアできた」のではないかと考えられる。このように考え
ると、身につけた技術・能力は、 分析の「手順（ ）当該テーマに関する自由連想（ア
クセス）」の時点で、アクセスされと考えられる。
おわりに
対象者 の修了時の説明の対処は「臨機応変」であったが、現場で経験を積んだ１年後
は、「例文の多さ」「教材研究」というコメントに代表されるように、準備できること・準
備すれば対処できることにとらえるようになった。そして、日本語学校という新たな環境
下で、「引き継ぎ授業の難しさ」「クラスコントロール」「学生とのつきあい方」などの必
要とされる能力の必要性を感じている。対象者Bは、ボランティア日本語教師としての経
験から、「雰囲気作り」という手段を、単にいい雰囲気のクラスにするためのものではな
く、継続して勉強してもらうための戦略としていることがわかった。
対象者 は教材研究の必要性に気づき、対象者 は個別対応のための教材作成の必要
性に気づいている。こうした気づきは新たな知識の吸収の絶好の機会で、教師にとって成
長するチャンスと言えるだろう。
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事例 と事例 の共通点、相違点を分析するために、表出クラスター・持続クラスター・
不表出化クラスターという つの分類を立てた。分類された内容のうち、表出・持続クラ
スターは養成講座修了後 年の時点でメタ認知している「日本語教師としての資質・能
力」ということができるだろう。
一方、同一のラベルに分類されたクラスターでも、質的には異なっていた。これは「日
本語教師としての資質・能力」のメタ認知の内容は、状況・環境によって異なり、個人に
よっても異なることを示唆している。
今後も調査を継続することによって、修了 年後の 分析に表れなかった連想項目
が表出されることが予想される。同様に、持続クラスター・不表出化クラスターも変化す
るだろう。クラスターの表出・持続・不表出化の変化を明らかにし、「日本語教師の資質・
能力」の具体化に貢献し、教師の育成の一助としたい。
本稿は、佐々木ほか の継続調査である。
本稿は、佐々木 をもとに、全面的に加筆・修正を行ったものである。
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